
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

経営比較分析表（令和元年度決算）
愛知県稲沢市　稲沢市民病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

条例全部 病院事業 一般病院 300床以上～400床未満 民間企業出身 320

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 18 対象 ド 訓 救 臨 輪 - - 320

平成22 年度 - 年度 - 年度

235

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 再編・ネットワーク化 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入

136,702 27,142 非該当 ７：１ 235 -

Ⅰ 地域において担っている役割
　当院は、建物の老朽化、敷地の狭隘化、医師不
足等により、地域から求められる役割や機能を十
分に発揮することが難しい状況となり、平成26年
11月に新築移転に至った。病床数320床、18の診
療科を有し、また、一宮市、清須市等を含めた尾
張西北部広域二次救急医療圏において、当院を含
めた９病院による輪番制による二次救急体制を維
持しており、地域の中核病院としての役割を担っ
ている。
　医師不足の中で、費用の削減、限られた医療資
源をより有効に活用するため、令和元年10月には
274床から235床に稼働病床の削減を行った。

H27 H28 H29 H30 R01 H27 H28 H29 R01 H27 H28 H29 H30 R01H30 R01 H27 H28 H29 H30

当該値 79.7 82.5 77.7 79.8 81.4当該値 89.9 95.8 91.8 95.0 94.0 当該値 54.6 60.1 57.0 59.0 57.8当該値 35.1 38.7 49.4 51.0 55.9

平均値 91.1 90.1 89.6 89.7 89.3平均値 98.0 97.2 97.0 97.8 97.0 平均値 71.3 72.6 73.5 74.1 74.4平均値 73.1 76.3 80.7 75.9 75.1

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　④の病床利用率について、老年内科を新設した内科全体では入院
患者数が増加したが、脳神経外科及び整形外科で医師交代により入
院患者数が減少し、H30と比べ入院患者数が68,944人から67,695人に
減少したため利用率が減少した。②医業収支比率について、救急患
者数の増加により外来収益が増加、減価償却費及び給与費の減少に
より医業費用が減少したため、H30と比べ増加した。①経常収支比率
について、一般会計から繰入れをしているが②と同様平均値を下
回っている。⑤入院患者１人１日当たり収益について、H30年度途中
に取得したハイケアユニット入院医療管理加算及び救急医療管理加
算のためH30と比べ増加した。⑥外来患者１人１日当たり収益につい
て、救急患者の増加による院内トリアージ実施料の増加、診療情報
提供料の増加、高額医薬品の院内処方により診療単価が増加したが
平均値と比べ低い数値となっている。⑦職員給与費対医業収益比率
について、医業収益が減少したが職員数も減少したため、H30と比べ
減少したものの平均値と比べ高い数値となっている。

2. 老朽化の状況について

H27 H28 H29 H30 R01 H27 H30 R01 　①有形固定資産減価償却率については、平成26
年11月に新築したため、全国平均と比べ低い数値
となっている。
　②器械備品減価償却率についても、①と同様、
平成26年11月の新病院開院を機に機械の入替を多
数行い、H28にＭＲＩの導入、医療情報システム
の更新、H29に医療情報システムの追加購入、H30
にレーザー光凝装置及びエンサイトシステムを購
入した。上記の減価償却に伴い減価償却累計額が
増加し、全国平均を上回った。
　③１床当たり有形固定資産について、①、②と
同様に平成26年11月の新築及び機械の導入した以
降も、適宜機械の新規購入または更新を行ってい
るため、ほぼ横ばいを維持している。

R01 H27 H28 H29

20.7 20.8 21.4 20.3 20.364.5 当該値52,007 当該値

H29 H30H28 H29 H30 R01 H27 H28

平均値 50,413 50,510 50,958 52,405

64.1 62.7 67.0 65.810,246 10,693 11,155 11,435 12,322 当該値

13,096 13,552 13,792 14,290

当該値 49,039 49,176 49,345 51,701

24.2

2. 老朽化の状況

全体総括

　病床数に対し医師が不足しているため、患者数及び医業収
益が伸び悩んでいる。医師負担軽減及び救急体制の強化を図
るために、人材派遣会社に代務医師の派遣を依頼していく。
　新型コロナウイルス感染症の影響で、令和２年３月以降、
不急の手術の延期、新型コロナウイルス感染症専用病床の確
保、患者の来院控えが見込まれる状況であるが、経営改善の
ため、救急体制を強化して救急患者受け入れ数の増加、クリ
ニカルパスを作成して平均在院日数の短縮化、リハビリ職員
を増員して初期・早期加算の増加に努める。
　急性期医療の充実に努めるとともに、地域医療機関と連携
して、当地域における地域包括ケアシステムの中核となるべ
く、令和２年２月に訪問看護ステーション「あしたば」を開
設し、がん患者の緩和ケアや医療依存度の高い方に看護ケア
サービスを提供していく。

H27 H28 H29 H30 R01 H27

56.2 平均値 23.9 23.8 23.9 23.615,111 平均値 54.8 55.8 56.1 56.053,523 平均値

H29 H30 R01

当該値 13.3 19.3 26.8 34.2 41.0 当該値

H28 H29 H30 R01 H27 H28

36,271,169 37,955,491 38,161,763 38,274,263 38,404,77572.6 当該値

平均値 50.3 49.8 50.9 51.9

30.3 37.0 49.7 62.0

49,696,71869.4 平均値 42,578,034 45,645,830 47,082,778 48,918,36452.9 平均値 65.7 65.0 66.8 68.2

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

④病床利用率(％)
【74.7】
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①経常収支比率(％)
【98.2】
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①有形固定資産減価償却率(％)
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②器械備品減価償却率(％)
【70.0】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【48,132,898】
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⑧材料費対医業収益比率(％)
【25.0】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【54.6】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)
【15,586】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)
【53,621】


